
議会だより議会だより議会だより
No.

2019.４.25

160
山形県大石田町ホームページ
https://www.town.oishida.yamagata.jp

携帯・スマホから
アクセス！

平成31年度予算可決
活力ある町づくりへ「町の考えを問う」一般質問７人
「新教育長就任」「議会報告会」
職人の町の「名匠」
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◆第１回定例会
　（3月5日～15日）

◇第 1回臨時会
　（1月21日）

◇第 2回臨時会
　（3月20日）

発行　山形県大石田町議会

笑顔でスタート！（大石田南小学校入学式）
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昭
和
20
年
、
終
戦
時
に
尋

常
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し

駅
前
の
桐
井
要
次
郎
さ
ん
に

食
糧
難
の
た
め
米
２
俵
持
参

で
無
理
や
り
弟
子
入
り
。
５

年
間
の
修
行
と
１
年
間
の
奉

公
を
経
て
一
人
前
に
。
25
歳

の
時
に
婿
養
子
に
入
り
建
築

業
を
始
め
た
。
親
子
三
代
を

目
指
し
て
今
は
息
子
が
継
い

で
い
る
。

初
仕
事

 

南
陽
市
宮
内
に
寝
泊
り
し

木
材
を
刻
み
東
京
へ
送
り
出

し
隅
田
川
近
く
の
東
駒
形
で

革
ジ
ャ
ン
製
造
し
て
い
る
人

の
家
を
建
て
た
。
見
渡
す
限

り
焼
け
野
原
で
遠
く
ま
で
見

え
た
の
を
思
い
出
す
。

北
海
道
の
思
い
出

 

弟
子
入
り
し
て
３
〜
４
年
後

師
匠
達
と
北
海
道
庁
の
仕
事

を
し
た
。
合
掌
造
り
の
建
物

を
任
さ
れ
た
が
札
幌
の
冬
は

と
て
も
厳
し
く
指
が
凍
傷
に

な
り
入
院
し
た
。
真
駒
内
で

は
進
駐
軍
の
宿
舎
を
建
設
。

日
高
の
開
拓
村
で
は
ア
イ
ヌ

の
人
達
に
酒
を
飲
ま
せ
て
仕

事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

と
、
今
思
え
ば
苦
労
は
多

か
っ
た
が
非
常
に
懐
か
し
い
。

今
の
職
人
に
つ
い
て

 

今
は
、
弟
子
入
り
す
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
訓
練
校
等

で
習
う
こ
と
が
多
い
。
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
は
材
料
を
組

み
立
て
る
だ
け
に
な
り
、
き

ち
ん
と
大
工
の
仕
事
を
覚
え

な
く
て
も
出
来
て
し
ま
う
。

心
配
な
事
だ
。

町
へ
ひ
と
こ
と

 

新
庄
ま
つ
り
、
青
森
の
ね

ぶ
た
、
秋
田
県
の
紙
風
船
上

げ
な
ど
各
地
で
は
世
界
遺
産

と
な
る
よ
う
な
ま
つ
り
が
あ

る
。
大
石
田
は
少
し
盛
り
上

が
り
が
足
り
な
い
よ
う
だ
。

活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て

も
ら
い
た
い
。

手
が
け
た
自
慢
の
建
物

　平
成
５
年
に
尾
花
沢
市
行

沢
地
区
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
平

成
26
年
に
川
前
地
区
の
八
坂

神
社
、
井
苅
良
治
さ
ん
宅
な

ど
。

　永
楽
の
古
き
寺
領
を
戴
き
て

　永
和
三
年(

一
三
七
七
年)

開
創
さ

れ
た
黒
龍
山
向
川
寺(

黒
滝
地
区)

に

つ
い
て
元
禄
二
年(

一
六
八
九
年)

に

大
石
田
を
訪
れ
た
松
尾
芭
蕉
が
詠
ん

だ
句
だ
。

　
　さ
み
だ
れ
を 

あ
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　す
ゞ
し 

も
が
み
川

　全
国
的
に
は
「
あ
つ
め
て
は
や

し
」
だ
が
、
大
石
田
で
は
「
す
ゞ

し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
町
の
誇
れ
る

歴
史
と
文
化
で
あ
る
。
町
民
と
し
て

は
「
す
ゞ
し
」
を
広
げ
る
べ
き
と
思

う
。
か
つ
て
三
百
を
超
え
る
舟
が
往

来
し
栄
え
た
町
も
、
今
で
は
人
口
減

少
が
進
み
、
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
残
す
も
の
と
改

革
す
る
も
の
、
多
様
な
も
の
が
あ
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
町
の
活
性

化
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
だ
。
前
途

は
多
難
だ
が
我
々
議
会
も
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
記

　遠
藤
）

編
集
後
記

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委 

員 

長

副
委
員
長

委    

員

委    

員

委    

員

村
形

　昌
一

岡
﨑

　英
和

小
玉

　

 

勇

遠
藤 

宏
司

芳
賀

　

 

清

　大
石
田
町
立
大
石

田
南
小
学
校
の
入
学

式
で
す
。
晴
れ
や
か

な
日
差
し
の
中
、
１３

人
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
上
級
生
の

あ
た
た
か
い
拍
手
の

中
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
入
場
で
す
。

　こ
れ
か
ら
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか傍聴傍聴傍聴
◆次回の定例会は

お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）
6月3日（金）～6月7日（金）の予定です。6月3日（月）～6月7日（金）の予定です。

大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118お問い合わせ先

第４回目（ 大 工 ）

豊田地区 齋　藤　吉　雄さん

・昭和６年９月16日生まれ（87歳）
・家族構成　５人家族
　齋 藤 建 築　
　大石田町大字豊田614番地
　TEL  0237－35－3607
　平成12年度大石田町卓越技能者顕彰

自慢の作品「八坂神社」（川前）

さい　　　　　　　とう　　　　　　 きち　　　　　　　お

議
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
み
て
、
朴
訥
な
が
ら

も
厳
し
い
職
人
気
質
が

表
情
に
現
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
経

験
が
、
そ
の
し
わ
に
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
（
記

　小
玉
）

ぼ
く 

と
つ

か
た    

ぎ

え
い
ら
く

じ

　り
ょ
う

い
た
だ

新戦力！新年度に期待
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